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玉川全円耕地整理



地元の有志たちは、何とかして村の将来のために土地を守り、

道路や下水道を造って、住みやすくしようと考えました。



住民主体まちづくりのＤＮＡ





きっかけは
商業振興



尾山台を豊かなまちにしたい
という想い



ハッピーロード尾山台に
生まれ変わったことを記念



会員店だけではない
地域のさまざまな団体が参加

＝
地域の文化祭



目立った課題のない
充実した商店街だが・・・



未来を考えるきっかけは
２０２０年



緊急事態宣言
三密

ソーシャルディスタンス
ステイホーム



尾山台図書館は臨時休館中です
期間：４月１１日～５月３１日



２０２０年４月



生活必需品を販売している商店街は
近隣住民で溢れた



コロナ禍でも
おいしいものを食べることができた



人生の豊かさ
↕

自分の住んでいる地域に
どれだけ豊かな暮らしがあるか



商店街は
商いだけをする場ではなく
地域の暮らしを豊かにする場





商店街は
商いだけをする場ではなく
地域の暮らしを豊かにする場



①まちのリビング化
②石畳コモンズ

③広報



理事会１５名の内
今年度より２０～４０代の新理事８名



東京都市大学
まちづくり組織・地域住民・有志

とともに





これまでを大切に
これからをつくる



まちのリビング化とは？

リビング化プロジェクト

商店街空間が、
みんなの居場所や活動場所として機能す

ることで
まちのリビングのような場所になること。

を⽬指すプロジェクトです。
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まちのリビング化プロジェクト アクションチーム
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まちのリビング化プロジェクト
アクションチーム
（コミュニティマネジメント研究室）
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１．企画のなりたち







１．企画のなりたち

商店街での新しい過ごし方を体験してほ

しい！

新たなイベントとして2024年にスタート
出店者も出店することが誇らしく思え
たり、地域の⼈もそこでお買い物する
こと⾃体が素敵なことと感じていただ
きたい！

⾃由が丘でも丸の内でもない「ハッ
ピーロード尾⼭台らしいクリスマス
マーケットをつくっていく！」
を合⾔葉に企画検討してきました。

去年の写真



ゼミの写真

出店者説明会の様子



２．当日の様子

芝信用金庫

タタタ
ハウス

パイ焼き
茶房

尾山台地区会館

RESUMIla Vida

Warphole
Books マウント

バーノンの風

坊っちゃん
うなぎ
さか井

Lotus.
うどん

買取
エコリング

gimmick

SO TIREDAZURE北海
ココカラファイン

武虎家
Quick
Cut

丸山珈琲

更科

Live

CanDo

スター
クリーニング尾山台

ホーム

オリジン整骨院

松屋・55

（専用住宅） GreenMan
リサイクル
Catona

からあげ渓
Prime
Town

Okabe

（専用住宅）

マウントバーノンさん〜地区会館・・・ 約100mの区間

l 多様な過ごし⽅のできる空間を会場全体に点在。
l 通り全体の空間はイルミネーションで⼀体感を演出。
l スタンプラリーで全体を回遊してもらい、出会いのきっかけを創出。

くつろぎエリア

川場村の⽊材を使っ
たキーホルダー焼印
体験を通じて、都市
と地⽅のつながり

お客さんと商店街・
学⽣のつながりが⽣
まれる場所。
⽯畳PJなどの取り組
みも紹介。

オトナもこども交流
を楽しめる広場空間
。
靴を脱いで広々過ご
せる、

クリスマスシーズン
ならではの特別なお
買い物体験を提供。
お買い物の会話と時
間を楽しむ空間に。

体験エリア
ワークショップ ・ライブ

インフォエリア おやまちパーク マーケットエリア





マーケットエリアの様子・昼

ゆったりと
お買い物を楽しんで

もらえる

時間の提供



マーケットエリアの様子・夜

イベントが終わって
からも続く

地域の方・お客
様とのつながり



インフォメーションエリアの様子

イベントが終わって
からも続く

地域の方・お客
様とのつながり



おやまちパークの様子

オトナもこどもも
おもいおもいの過ご
し⽅を体験できる

多様な空間



かわばエリアワークショップの様子

オトナもこどもも
おもいおもいの過ご
し⽅を体験できる

多様な空間



ゾーン名 テキストテキストテキストテキストテキストテキストテキストテキスト

写真

くつろぎエリアの様子

オトナもこどもも
おもいおもいの過ご
し⽅を体験できる

多様な空間



３．アンケート結果

Q1：歩行者天国の時間に、お店の
軒先がもっと活用されたり、道路上に
お店があることについてどう思われま
すか？

Q2：歩行者天国の時間に、ベンチ
やテーブルなどのゆっくり過ごせる場
所が増えることについてどう思われま
すか？

1. とても良い
81%

2. 良い
18%

3. どちらでもない
0%

4. いまいち
1%

1. とても良い
83%

2. 良い
17%

3. どちらでもない
0%

4. いまいち
0%

回答数＝190



４．新しい取り組み

開催時間の延長

13:00-19:00までの歩行者天国に

普段は16:00〜18:00の２時間の歩⾏者天国。
警察にも許可をいただき、準備・撤収含め６時間に拡⼤
できたことで、よりゆったり楽しんでもらえる時間を確
保することができました。



５．これから

リビング化に向け、

ハッピーロード尾山台らしい

商店街空間をフル活用した取り組みを

継続的に実施していきます。

クリスマスマーケットだけではなく、春の気候の良い季節などにもイベントを開催す
るなど、商店街空間を積極的に活⽤する取り組みを進めていきます。

さまざまな⼈たちと⼀緒に、実際に使ってみることを通じて、多様なリビング化のあ
り⽅を実験・検証していきます。

みなさまご協⼒よろしくお願いします。



まちのリビング化プロジェクト 調査チーム報告
ー 歩行者天国時間拡大に向けてー

東京都市大学 都市生活学部 准教授

末繁 雄一



ハッピーロード尾山台のリビング化に向けて

• ハッピーロード尾山台はかつて、地域の貴重なコミュニティスペースだった
→  「自分が子どもの頃は道路でキャッチボールをやっていた」by 高野雄太理事長
→ それがいつの間にか、自動車や自転車が行き交う、忙しい道路になってしまった

• ウェルビーイングやQOLといった概念の台頭
→ 都市の持続可能性を考えたとき効率や経済性優先ではなく、人間中心の都市マネジメントが重要
→ ハッピーロード尾山台も、かつての「都市のリビング」に回帰するべきではないか？

• 現在は毎日16時-18時は歩行者天国となり、一部の空間は人工芝が敷かれるなど
して、ちょっぴり「都市のリビング」になっている

→ この幸せな時間をもっと拡大することはできないだろうか？
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リビング化・ホコ天時間拡大に向けた基礎調査を実施

• 歩行者天国の時間拡大に向けて解くべき課題
→ そもそも地域住民のみなさんはそれを望んでいるのか？

• 地域住民のみなさんへの意識調査が必要！
→ 道路は本来は通行を目的とした空間であるが歩行者天国拡大で別の道路に皺寄せがいかないか？
→ 歩行者天国拡大で店舗の荷裁きや高齢者の送迎等に影響はでないのか？

• 現状のハッピーロード尾山台および周辺道路の交通実態調査が必要！

• ハッピーロード尾山台の「リビング化」に向けて、2つの調査を実施
① ハッピーロード尾山台周辺の地域住民意識調査
② ハッピーロード尾山台および周辺道路の交通実態調査

• ハッピーロード尾山台の自動車交通量
• 周辺道路の自動車交通量
• ハッピーロード尾山台の荷裁き車両を含む路上駐車実態
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①ハッピーロード尾山台周辺の
地域住民意識調査
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ハッピーロード尾山台周辺の地域住民意識調査 概要

• ハッピーロード尾山台周辺の地域（等々力1丁目・2丁目・4丁目・5丁目・尾山台2丁
目・3丁目）2200世帯にアンケートをポスティング

→ 調査期間：2025年9月-11月
→ 回答方法：GoogleフォームによるWebアンケート
→ 回収数：402（回収率18％）
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34%

64%

2%

男性
女性
回答しない

7%

13%

24%
28%

17%

10%
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上

26%

20%
13%

6%

35%
5年未満
5~10年
11~15年
16~20年
21年以上

N=402 N=402 N=402

性別 年齢 居住歴

39%

24%

19%

14%
毎日
週5~6日
週3~4日
週1~2日
2週間に1回
それ以下

0 50 100 150 200 250 300 350 400

店舗の利用
通勤
通学
散歩
送迎

公共施設利用
通院

N=402

普段の通行目的

通行頻度

N=1108

0 100 200 300 400 500

徒歩

自動車

自転車

バイク

N=584

普段の交通手段



地域住民意識調査 ホコ天時間拡大の賛否と希望時間帯

• 賛否：全体で85％が「賛成」「やや賛成」
→ 自動車利用の方に限定しても64％が「賛成」「やや賛成」

• 拡大希望時間：土日祝の13時-16時が最もニーズが高い
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歩行者天国時間拡大の賛否（全体） 歩行者天国時間拡大の賛否（普段の利用交通手段別）

68%

17%

9%

賛成

やや賛成

どちらともいえない

やや反対

反対

N=309

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

自動車

バイク

賛成 やや賛成 どちらともいえない やや反対 反対

N=299

N=96

N=50

N=4

0 25 50 75 100 125 150 175

7時-10時

10時-13時

13時-16時

（現状）16時-18時

18時-21時

平日 土日祝

歩行者天国時間拡大の希望時間帯

まずは土日祝の午後を
歩行者天国にする実証実験
ができないだろうか？



②ハッピーロード尾山台および
周辺道路の交通実態調査
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ハッピーロード尾山台および周辺道路の交通実態調査 概要

• ハッピーロード尾山台および周辺道路の「通常平日」「通常休日」
「おやフェス（午後ホコ天）」の歩行者・自動車交通量を調査

→ 調査日
• 2025年10月12日（日） 通常の休日（16時-18時ホコ天）
• 2025年10月19日（日） おやフェス開催の休日（12時-18時ホコ天）

• この日だけはイベントのため通常よりホコ天時間が拡大されており、
ホコ天拡大後の状況を予見できる

• 2025年10月23日（木） 通常の平日（16時-18時ホコ天）

→ 調査内容
• 断面交通量調査

• 7時-19時の各時間10分間
• ハッピーロードと周辺道路の交通量の実態を把握

• 路上駐車車両実態調査
• 荷裁き車両等の実態を把握することでホコ天拡大の影響を分析
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• 10分間の計測データをもとに60分に換算

• 通常休日（16-18時ホコ天）にとおやフェス休日（12時-ホコ天）の比較
→仮に休日の午後をホコ天にすると最大1時間120～150台（1分あたり2～3台）程度
の車両が他の道路に流れることになる

0

50

100

150

200

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

通常休日 駅側 フェス休日 駅側 通常平日 駅側
通常休日 環八側 フェス休日 環八側 通常平日 環八側

ハッピーロード尾山台の時間帯別自動車交通量
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尾山台小学校

環八側

駅側

通常ホコ天時間

通常からホコ天この日だけホコ天



周辺道路の時間帯別自動車交通量

• 10分間の計測データをもとに60分に換算

• 通常休日とフェス休日の比較：A通りがホコ天時・非ホコ天時との差が大きい
→ホコ天時はおもにA通りに自動車が流れがち
→それでも1時間に75台程度（1分で1～2台）なので影響は軽微だと言える
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• ハッピーロード尾山台の路上駐車：平日午前が多い

荷裁き車両を含む路上駐車車両の実態

60

通常休日 通常平日

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

通常休日 通常平日 通常休日 通常平日

1 4

0 5

3 4

1 6

1 2

5 3

3 2

1 2

3 5

0 0

0 0

2 2

ホコ天

ホコ天



成果と今後の展望
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成果・今後の展望

• 成果1：歩行者天国時間拡大に向けて住民意識を把握できた！
→ 地域住民の65％が歩行者天国の時間帯拡大に「賛成」か「やや賛成」
→ 拡大希望時間帯は、土日祝13時-16時が最多

• 成果2：ハッピーロード尾山台および周辺道路の交通実態が把握できた！
→ 土日祝13時-16時にホコ天を拡大したとしても周辺道路への影響は軽微であると判断できる
→ 荷裁き車両・一般車両の駐車実態も把握できた

• 今後の展望
→商店側・沿道の不安解消のための材料集め（詳細調査）を実施したい

• 沿道店舗の意向調査
• 物流の詳細実態把握
• コインパーキング利用実態
• 沿道住居の駐車場設置状況

→警察や行政と連携しながら、まずは土日祝の午後をホコ天にする実証実験の
実施を目指し「街のリビング化」の基盤を整えたい
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ご清聴ありがとうございました
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石畳コモンズ化プロジェクト

⽯畳は、まちの共有財産「コモンズ」
これからも⽯畳の景観が引き継がれていくために
新しい技術やまちの⼈々の協⼒で何ができるだろうか



（１）石畳の情報のデジタルデータ化

（２）石材の在庫をみんなで数える

（３）整備時のお話、維持管理のお話を伺う

（４）わかってきたことを伝える

▶ スキャニングによる石畳のデジタルツイン化

▶ 石畳の3D数量モデルの生成



信太研究室
!
取
組
$

石畳の情報のデジタルデータ化



環
⼋
通
り

尾⼭台駅

尾⼭台ハッピーロード（全⻑約360ｍ・道路幅約10ｍ）



アスファルトは
仮の補修か？

いったい⽯は
いくつあるのか？



アスファルトは
仮の補修か？

スキャニングによる⽯畳のデジタルツイン化



5⽉29⽇（16:00〜17:00）スキャン＋タグ付け
全範囲を「道路中⼼視点」でスキャン（53か所）を試⾏

スキャン間隔：7m（メーカー推奨:5〜8ｍ）



陥没（23）

隆起（6） ｱｽﾌｧﾙﾄ（35）

割れ（13） ⽬地割れ（6）

浮き（4） 補修跡（17）

陥没（23）



陥没

隆起 アスファルト

タイル割れ ⽬地割れ

⽯浮き 補修跡

陥没

これらの危険度や補修⼯事の時期を
皆さんと決めていきたい



⼯事履歴（H27〜R6）と損傷部の重ね合わせ

⽬地割れ×2016年補修

アスファルト×2018補修×2023補修
2018補修 2023補修

履歴情報もあれば⼯事時期を
検討する判断材料になる



いったい⽯は
いくつあるのか？

⽯畳の3D数量モデルの⽣成



76 m 原点
横断歩道の
中⼼付近

41 m

6 m

103  m

6 m

123  m

6 m

環⼋通り尾⼭台駅
全⻑約360ｍ

尾⼭台ハッピーロード 10名で作業分担

吉⽥

⽊村

佐藤たまき

北坂

前⽥

⼩濱

⽯⽥
伊藤

塩野⾕

佐藤⼩菊



施⼯図＋スキャンデータ⇒数量モデル



数量モデル



いったい⽯は
いくつあるのか？

約13万個！
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まとめ
①多主体が、いつでも、どこでも（スマホでも）
⾒られる⽯畳デジタルツインを⽣成した

②⼀個単位で把握・管理可能な
数量モデルを⽣成した



他のインフ
ラ

今後の課題
陥没 タイル割れ ⽬地割れ陥没

⽯畳×他のインフラを対象に
危険度や補修⼯事の時期
環境負荷の低い⼯事などを
皆さんと考えていきたい



(２）石材の在庫をみんなで数える



商店街の石材購入履歴と照合し、
ストックはあまり使われていないこと、
部分補修なら在庫で対応できることを確認



(３）整備時の記録を振り返り、いまの維持管理のお話を伺う

「幸せな買物道路をつくろう」
商業振興が主眼でありつつも
長く価値が続く上質なものを

デザイン 素材 基礎地盤

ハッピーロード尾山台と命名

日々の維持管理を続ける苦労は
見えなくなっていった

石畳はかけがえのない
地域の風景資産に育った

36年間の時間経過



アスファルトに比べて補修の手間と
短期的コストがかかる

一方、石材は再利用でき環境負荷は
おさえられる

世田谷区

事務的な業務は、なかなかに負担

石のストックは一定量あるものの
大規模買い増しには不安あり

商店街

それでも
アスファルトにしてしまわずに、
維持管理を続けてもらっている

愛着のある石畳の景観を
これからも引き継いでいくために

大学やまちのひとたちにも
できることがあるのでは

ショッピングプロムナード事業の維持管理協定



（４）わかってきたことを伝える

石畳が気に入り近年尾山台に越してきた、というひとが熱心に読んでくれる



⽯畳ファンクラブ

知る・学ぶ

伝える

楽しむ

技術系の事例調査・実験

石畳コモンズ化プロジェクト FY2026の取り組み

デジタルデータベースの活⽤

コミュニティ参加デザイン

中期的な修繕計画
補修作業モデルケース

世田谷区商店街

ショッピングプロムナード事業の維持管理協定

東京都市大学 地域の有志
＋東京都市大学

石畳のコモンズ化



広報プロジェクト 活動報告

自主的な情報発信における商店街の可視化と
担い手の創出



尾山台の魅力を発信する人が増える
⇩
情報がどんどん蓄積される
⇩
まちを知る機会が増える
その情報によって尾山台がより身近に
⇩
まちやお店に行ってみたくなる、
関わってみたくなる
⇩
発見した魅力、起こった出来事を
自分ごととして発信したくなる

情報発信でまちのファンを増やしたい！



SNSでの情報発信強化

元々あった商店街のインスタグラム
今年から力を入れて運用！



お店情報の発信！

店舗

店舗

店舗

商店街アカウント

尾山台住民や
地域外の人たち



ハッピーロードでの暮らし/過ごし方の紹介



インスタのフォロワーも増えている！

インスタ強化
本格始動

1年で
約2.5倍！

現在2350人！



・まち中での関係性の創出

・身近な情報発信をきっかけに
まちに関わる
→自分も何か発信したくなる

・店舗とのコミュニケーション

数字だけじゃないSNSの魅力



メディア事業

ハッピーロード尾山台商店街と
尾山台に愛着を持つ仲間たちが
地域のみなさんのやりたいことの実現を応援しながら
尾山台をより身近に感じてもらう









１ 記事をつくる過程で、あたらしい関係がうまれ
⇩
２ 記事として可視化されることで、また顔見知りが増え
⇩
３ 関わり手が増えると、また新しい関係づくりにつながる
⇩








